
現行（第一期）計画 第二期計画 備考

Ⅰ　 改定計画の位置づけ

 1　改定計画策定までの流れ

 2  改定計画の位置づけと計画期間

 3  改定計画の構成

 4　改定計画の検討体制

第１章　計画の位置づけ等

 1 計画策定の背景

 2 計画の位置づけと計画期間

 3 計画の策定体制

・社会情勢の変化と、計画策定の趣旨につ
いて記載
・他の行政計画との関係性と、計画の期間に
ついて記載
・策定委員会を中心とした策定体制について
記載

Ⅱ 基本計画の目標と基本姿勢

 1  市民活動の促進を通じて実現する社会像(基

本計画の目標)

 2  市民活動促進と「連携と協働」にかかる基本姿

勢Ⅲ　基本計画でとらえる「市民活動」等について

 1  「市民活動」について

 2  「連携と協働」について

Ⅳ　計画期間前半の振り返り

計画前半の取り組み状況

 1  基本施策１：市民活動の裾野の拡大

 2  基本施策２：市民活動の促進と自律・自立に

向けた支援の充実

 3  基本施策３：市民活動の場の利用促進

 4  基本施策４：課題解決のための「連携と協

働」の推進

第３章　計画策定にあたっての成果・課題

等

 1 第１期計画の成果・課題と現状

 2 アンケート調査結果

・第一期計画の取組みの総括的な評価を記
載。現状、課題についても合わせて記載
・アンケート結果、市民意識調査のポイントを
記載

Ⅴ　改定計画推進に向けた新たな方向性

 1　市民活動への参加を促す環境の創出

 2　コーディネート機能の具体化

 3  コミュニティ政策との連携

 4  行政の役割

Ⅵ 実施計画

1  基本施策１：市民活動の裾野の拡大

2  基本施策２：市民活動の促進と自律・自立に

向けた支援の充実

3  基本施策３：市民活動の場の活用促進

4  基本施策４：課題解決のための「連携と協働」

の推進

Ⅶ　改定計画の実行に向けて

 1　計画の進捗管理

 2　計画の推進体制

第５章　計画の実行に向けて

1 計画の進捗管理

2 計画の推進体制

・計画の進捗管理の方法や推進体制につい
て記載

Ⅷ　参考資料 参考資料 ・委員会設置要綱、アンケート結果、策定ス
ケジュール等の資料を掲載

第４章　施策の内容

 基本施策（基本方針）及び施策

・今後の取組みの最も基本的な柱として、基
本施策（基本方針）を設定する。
・各基本施策の下に、具体的な取組みとして
「施策」を複数記載する。
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第２章

 1 基本的な考え方

 2 計画の目標（目指すべき将来像）

・計画の対象とする「市民活動」の範囲につ
いて確認
・「協働」の捉え方、意義・必要性について確
認
・計画が目指す将来像・社会像について記
載

資料２

＜中間まとめの策定にあたって＞

●次回第５回策定委員会（９月下旬想定）にて各章の「項目案」についてキーワードを含めて提示（資料は事前送付予

定）

→第２章（将来像など）を確認の上、第４章（施策の内容）を中心に討議

●第６回策定委員会（10月下旬想定）にて、全体的な文案を提示

→第４章（施策の内容）、第５章（進捗管理など）を中心に討議

●第７回策定委員会（11月上旬想定）にて、パブリックコメントに向けて全体を確認

●１２月中旬～１月上旬にパブリックコメントを実施


